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特別損失発生見込および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成 26 年 12 月期第 2四半期（平成 26 年 1 月 1日～平成 26 年 6 月 30 日）において特別損失が

発生する見込みとなりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、当該特別損失および最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年５月 14 日に公表した平成 26 年

12 月期第 2 四半期（平成 26 年 1 月 1 日～平成 26 年 6 月 30 日）および、平成 26 年 12 月期通期

の業績予想を下記の通り修正いたします。 

 

記 

 

1.平成 26 年 12 月期第 2四半期業績予想（平成 26 年 1 月 1日～平成 26 年 12 月 31 日） 

〔連結〕                                （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 342 △90 △99 37 1 円 09 銭

今回修正予想（B） 316 △123 △137 △60 

増減額（B－A） △27 △33 △38 △97 

増減率（％） △7.9% － － － 

前期実績 

(平成 25 年 12 月期

第 2四半期) 

273 △77 △113 △121 

 

〔個別〕                                （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 324 △86 △94 42 1 円 24 銭

今回修正予想（B） 297 △132 △157 △80 

増減額（B－A） △27 △46 △63 △122 

増減率（％） △8.3% － － － 

前期実績 

(平成 25 年 12 月期

第 2四半期) 

271 △70 △128 △136 

 

 



2.平成 26 年 12 月期通期業績予想（平成 26 年 1 月 1日～平成 26 年 12 月 31 日） 

〔連結〕                                （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 948 45 33 169 5 円 01 銭

今回修正予想（B） 887 △69 △92 △17 

増減額（B－A） △61 △114 △125 △186 

増減率（％） △6.4% － － － 

前期実績 

(平成25年12月期) 
530 △245 △257 △296 

 

〔個別〕                                （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 930 59 47 183 5 円 43 銭

今回修正予想（B） 869 △66 △97 △21 

増減額（B－A） △61 △125 △144 △204 

増減率（％） △6.6% － － － 

前期実績 

(平成25年12月期) 
527 △204 △305 △344 

 

3.特別損失の内容および業績予想の修正理由 

売上高が一部案件の延期等により、当初の見込みから27百万円減少する見通しとなりました。

また、一部の案件での仕入計上などによる原価増もあり、想定よりも27百万円の売上総利益が減

少しております。販管費については、4月の増資に伴う更なる株主数の増加に伴う支払手数料、海

外営業の強化のための採用に伴う紹介手数料および人件費、海外出張による旅費交通費等が増加

いたしました。 

また、通期決算見通しにおいて営業損失が見込まれることにより、営業損失が2期連続となった

ため、当社の本業に関わる全ての固定資産（本社ビル、ソフトウェア、製品、工具器具備品など）

について減損評価を行う必要があり、現在評価を行っております。評価の結果次第ですが、固定

資産の減損損失として上半期において最大で60百万円の特別損失が発生する可能性があります。 

これらの結果として営業利益、経常利益および当期純利益とも前回発表予想を下回ることが見

込まれるため第2四半期の業績予想を修正いたします。 

 

通期業績予想につきましても、上記特別損失の影響に加え、新規事業の立ち上がりの遅れに伴

う売上の減少および、業容拡大に伴う旅費交通費や販売促進費、支払手数料等の販管費ならびに

研究開発に伴う特許取得関連費用の増加が見込まれることから、前回発表予想を修正いたします。 

 

 また、連結業績予想の修正については、個別業績予想の修正の影響によるものであります。 

 

（注）平成 25 年 11 月 8 日に開示した「シナプティクス社によるバリディティセンサーズ社（当

社株式保有先）買収の承認について」に記載の通り、シナプティクス社により業績連動分

の支払が行われる可能性がありますが、当業績予想においては考慮に入れておりません。） 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通し

であります。実際の業績等は様々な要因により上記数値と異なる場合があります。 

以 上   


